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リ
ト
ル
、Scratch

、Swift

、VBA

、

JavaScript

、Processing

。
実

は
こ
れ
、
山
本
博
之
先
生
が
1
年
間
で

扱
う
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
指
導
は
先
生
の
負

担
も
大
き
い
な
か
、
山
本
先
生
の
授
業

で
は
「
1
年
の
半
分
近
く
は
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
関
連
し
た
授
業
を
実
践
し
て

い
る
」と
い
う
。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
エ
ラ
ー
に
な
っ

た
ら
、間
違
え
た
と
こ
ろ
を
調
べ
て
、直

し
て
、
ま
た
実
行
と
い
う
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ
教
材
と

し
て
最
適
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

こ
の
言
葉
の
通
り
、
授
業
は
実
践
の

連
続
だ
。
1
学
期
はJavaScript

で
繰

り
返
し
、判
断
分
岐
、配
列
な
ど
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
。
夏
休
み
は
、

視
覚
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
べ
る

Scratch

を
題
材
に
課
題
が
与
え
ら
れ

る
。
1
学
期
の
学
習
を
活
か
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー
ム
を
作
り
、
休
み
明
け

の
最
初
の
授
業
で
は
作
っ
た
ゲ
ー
ム
を

生
徒
同
士
が
プ
レ
イ
し
評
価
す
る
。

　

2
学
期
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
学
ん
だ
あ
と
、
教
育
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語「
ド
リ
ト
ル
」を

使
っ
て
、
チ
ャ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
。
こ
れ
も
、

実
践
を
通
す
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
肌
感
覚
と
し
て

理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
だ
。

い
ま
で
こ
そ
実
践
中
心
の
授
業
を
展
開

す
る
山
本
先
生
だ
が
、
最
初
は
生
徒
の

自
主
性
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
的
な
手
法
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た
と

い
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
50
分
間

上
手
に
講
義
す
る
ス
タ
イ
ル
を

志
向
し
て
き
た
。
し
か
し
、
限
界

も
感
じ
て
い
た
。

「
消
化
不
良
な
内
容
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
生
徒
が
実
際
に
手

を
動
か
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
、
大
切

だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

と
は
い
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
実

践
中
心
の
内
容
と
な
る
と
、
生
徒
間
に

理
解
の
差
が
生
ま
れ
や
す
い
の
も
事

実
。
だ
が
山
本
先
生
の
授
業
で
は
、
生

徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
徹
底
し
て
講
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
作
り
込
み
か
ら
も
伺
え
る
。
最

初
に
授
業
の
目
標
が
提
示
さ
れ
、
用
語

の
理
解
を
助
け
る
問
題
が
続
く
。
こ

こ
は
講
義
を
聴
き
な
が
ら
記
入
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
生
徒
に
能
動
的
な
授

業
へ
の
参
加
を
促
す
。
考
え
る
問
題

で
は
1
つ
1
つ
ス
テ
ッ
プ
を
追
う
こ

と
で
、
目
標
の
到
達
へ
と
導
く
。
こ
う

し
た
授
業
構
成
の
作
り
込
み
は
、
過
去

に
よ
り
良
い
講
義
の
あ
り
方
を
試
行

錯
誤
し
た
経
験
が
活
き
て
い
る
。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
本
来
、
も
っ
と

自
由
」
だ
と
山
本
先
生
は
言
う
。
筆
で

絵
を
描
き
、
楽
器
で
音
楽
を
奏
で
る
よ

う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
ま
た
表
現

の
道
具
な
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
彩

な
言
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
に
触
れ
て
ほ
し
い
。

山
本
先
生
の
実
践
中
心
の
授
業
に
は
、

そ
ん
な
想
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ド 連載企画

授業の流儀、先生としての流儀、
教科「情報」に対する流儀を、山本博之先生に伺いました。

東京都立神代高等学校

7̓9年神奈川県生まれ。「情報
の科学」を指導。これからの
時代を見据え、プログラミン
グの実践に力を入れる。「実
生活に活かせる、気付きを与
える授業」がモットー。
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山本博之教諭
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紙幅の都合で紹介しきれなかったことは、日本文教出版のWebサイトで公開します。ぜひお越しください。

山 本 先 生 の 準 備 室

どんどん常識が変わっていく情報の世界だ
からこそ、毎年1つは新しいことに取り組む
という山本先生。最近では、電子工作にVR、
ドローンなどの領域に興味を持っている。

1年に1つは
新しいチャレンジを

SwiftやPython、Unityなど、授業に取り
入れられそうなプログラミング言
語やサービスの研究に余念
がない。学校の図書館
に仕入れることで、生徒
たちに「一歩先の学びを
得る機会」を与えたいと
考えている。

新しいプログラミング言語も
積極的に導入

プログラミング言語Processingで、「なのぼ～ど」
に取り付けたモーターの操作を、授業に取り入れ
られないか――。青山学院大学との共同研究で
実現を計画する。「ハードウェアが動くと、また
違う感動があると思うんです（山本先生）」。

Processingと
なのぼ～ど


